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１０月号 「世界に誇れる，鹿児島の食文化」
と題して，食育日本料理家の梛木春幸

H29.10.20発行 先生にご講演いただきました。
「地産地消」地元のものを地元で食

べることによって，地元が潤い，地元
の人も元気になることや日本料理は

親友がいないのは，ダメなこと？ 1000 年も前から食され，食文化のいわ
校長 前田 浩二 れにはすべて意味があることを学びま

「ワンピース」というマンガが好きで，時折読むことがあり した。また，うさぎと亀の話から，目
ます。主人公ルフィーと仲間たちの命懸けでお互いを守り合う 標をもった人，目標に向かっている人が勝つことなどを話してい
ほど堅く結ばれた信頼関係にいつも感動し，こんな仲間や親友 ただきました。
が自分にもいたらいいなと思いながら読んでいます。しかし， 健康に関する指導助言では，薬剤師の横市先生が清涼飲料水に
現実に目を移すと，私には気の合う友だちはいるのですが，命 は糖分が大量に含まれ，飲み続けることにより脱力感や意識がも
を懸けられるほどの親友はできそうにありません。他の人も同 うろうとなることなどを話されました。
じような感じではないでしょうか。ところが，マンガと同様に 栄養教諭の川添先生からは，安全・安心な給食作りのために地
映画やドラマでも命懸けの友情を扱った作品があふれているた 域の食材を使っていることや，だしをとるのに鰹節を安くて大量
め，そんな親友をもっていないといけないという強迫観念に囚 に提供していただいていること等の話がありました。
われている中学生はいないかと心配です。親友がいない自分は
ダメだと悩んでいないでしょうか。命を懸けられるほどの親友
ができるかどうかはわかりませんが，気の合う友だちには，無
理しなくても，きっと出会う時が来ます。それよりも，今培っ
ておかなければならないのは，一人でもやっていける強さだと
思っています。私は28年前に一人で北九州から鹿児島に来まし
たし，引っ越しは通算14回行いました。新天地ではいつも一人
からのスタートでした。しかし，行く先々で，気の合う友だち ＰＴＡで乗用の芝刈り機を買って
ができました。立神中のみなさんは，立神でずっと一緒に過ご いただきました。奉仕作業には間に
してきた人が多いと思いますが，卒業してからはそれぞれです。合いませんでしたが，まだまだ草は
一人になることを恐れず，新しい出会いを楽しみに新天地に飛 延びます。手押し式（現在修理中）
び込んでほしいと思います。そして，親友が今いなくても，決 より非常に速く重宝しています。大
して悩むことはありません。気の合う友だちは，きっとあなた 事に使わせていただきます。ありが
のことを待っています。 とうございました。

枕崎中７０歳同窓会の方々か
ら寄付をいただき，プロジェク
ターを購入しました。ありがと
うございました。早速，行事等
で活用しています。

１０月５日，秋晴れの中，吹上海浜公園コースにて地区駅
伝競走大会が行われました。男子は今までで最高と思われる
９位となりました。また，個人でも２年森君が区間３位の力
走でした。
男子 １時間１２分５７秒（６区間２０ｋｍ）

９位／２４チーム
女子 ５１分３３秒（５区間１２ｋｍ）

１４位／２１チーム
個人 ４区（３ｋｍ） ３位 森悠輔(２年) １０：３６

①次の計算をせよ。 －３＋（－７） ②次の漢字を読め。 目上の人を敬う ③次の漢字を書け。 風邪をヨボウする ①－１０ ②うやまう ③予防

【１０・１１月の主な教育活動】

楽々刈れます芝刈り機

保健教室・学校保健委員会 ９／２１

公民館名 日にち 内 容 場 所 時 間
大塚 11/18 花植 公民館
大堀 11/18 美化活動 公民館 14:00～
田中 11/18 秋の花苗植え 公民館 14:00～
牧園 11/ 花の苗植え 公民館 14:00～

詳しくはそれぞれの子ども会・公民館へ確認してください

【１１月の主な子ども会・公民館活動】

過去最高の駅伝大会

【１０月】神無月 October

２３日（月） 朝の声かけ（３－１），専門校フェスタ
２４日（火） 弁当の日
２５日（水） スクールカウンセラー来校（午前）
２７日（金） 朝の声かけ（３－１）

【１１月】霜月 November

１日（水） 地域が育む「かごしまの教育」県民週間
自由参観（６日，７日）

２日（木） 第２４回文化祭
６日（月） 朝の声かけ（３－２），３年３回実力テスト
７日（火） PTA理事会・研究公開打ち合わせ会
８日（水） いい歯の日の指導（２年）芋の調理（１年）

１０日（金） 朝の声かけ（３－２），
３年授業参観・ＰＴＡ

１１日（土） 土曜授業，人権学習
１４日（火） 市音楽祭（３年）
１５日（水） 生徒総会
１６日（木） ３年薬物乱用防止教室
１７日（金） 避難訓練，市民あいさつ運動（立神中）
２０日（月） 期末テスト（～２２日）
２１日（火） 市学校保健研究協議会
２８日（火） キャリア教育研究公開
３０日（木） ３年三者相談（～１２／６）

きれいに明るく映ります＜キンモクセイと母と＞

キンモクセイの甘い香りを感じるようになると，秋の深ま
りを知ると共に幼い頃の母との思い出がよみがえってくる。
私がまだ４歳の時，足に大けがをして幼稚園に徒歩で通えな
くなったことがあった。父は出張中でいない上，運転免許を
もたない母は，２キロ弱の道のりを，足が治るまで私をおん
ぶして幼稚園に連れて行ってくれた。秋の道すがら，母の温
かい背中とキンモクセイの香りを今でも鮮明に覚えている。
私が小学校に入学した年，２つ年上の兄の自転車が盗まれ

るという事件が起こった。当時，自転車は決して安価なもの
ではなく，盗まれたからといって気軽に買える代物ではなか
った。お気に入りの自転車を失った兄の落胆ぶりは気の毒な
ほどだった。そんな兄の様子を見るに見かねて，ある日母は，
「自転車を見つけに行くよ。」と言い，兄と私を連れて，歩い
て自転車を捜しに出かけた。何軒か兄の同級生の家を訪ね，
兄の自転車を見かけなかったかということを聞いて回ってい
ると，ある家で，「Ａ君が乗っていた」という情報を得た。そ
の後は，兄よりも年が上で面識もないＡ君の家を捜すために，
知り合いの家を訪ねて回った。やっと，Ａ君の家を知ってい

立神の如く

る人に行き当たり，その場所を教えてもらったが，秋の夕
暮れは早く，Ａ君の家にたどり着く前に辺りはすっかり暗
くなっていた。確信もないのに，知らない上級生の家へ自
転車を取り戻しに行くなんて，私はなんだか怖いような，
心細いような，もの悲しいような切ない気持ちであった。
暗がりの中で漂ってくるキンモクセイの香りが，そんな気
持ちを一層強めさせ，足どりを重くした。
Ａ君の家は５階建てアパートの２階にあった。果たして

階段の入口に兄の自転車は置かれていた。私たちは２階に
上がり，チャイムを鳴らすと，Ａ君の母親らしき人が出て
きて，続いてＡ君が出てきた。私の母は，「下にある自転車
はあなたのではないよね。どうしたの。」と，きっぱりと言
った。その後のことはおぼろげにしか覚えていないが，Ａ
君は無断で自転車を使っていたことを認め，返してもらう
ことになった。
帰り道は足どりも軽く，キンモクセイの香りを胸いっぱ

いに吸い込みながら歩いた。自転車が戻ってきたこともう
れしかったが，何より母の強さが頼もしく，得意な気持ち
であった。
この出来事について，その後，母と話をしたことはない。

が，その時初めて私は，子供を思う母親の優しさと強さを
実感した。そして，子供が解決できないときこそ親の出番
だということを学んだ。いまだに母には頭が上がらない。


